









































持っていました。その後、歴史があって大きな国、と う繋がりでインドに興味が移ってい 、古代インドに関心を持ちました。そしてサンスクリット語をやろうと思ったんです。 の経典で 『バガヴァッド・ギーター』
（岩波文庫）
という
とても有名なヒンドゥー教の経典 あって、それを和訳で読んでと も感銘を受けました。 「昔のインド人はこんなこと考えていたのか、じゃあ今のインド人はこの経典をほんとに生活に活かして生きているのかな」 というのが知りたくなっ 、 ヒンディー語をやろう 思い立ちまし 。大学二年の夏に
A
A研でパンジャービー語研修が







でした。小さいころに旅行でドイツのバイエルン州とスイスに連れて行ってもらったことが記憶に残って たんです。私はいわゆる帰国子女でその当時まだアメリカにいて、アメリカからドイツに旅行に行ったんです。その時に見たノイシュヴァンシュタイン城で ガイドの人たちが アーの観光客相手に中世紀からのドイツの歴史をえんえんと語っ いるんですよ。アメリカは翻ってみてもたかだか二、 三〇〇年しか歴史がないんですよね。だ それを聞いた時に、ここは本当に歴史のあ 国なんだ、と思って、そこから興味を抱 たことがドイツ語を学ぶ とへと繋がっていったのかな、というふうに感じ います。梅田
　
私は単純に中学校で始めた英語の勉





講座」を録画 見るのにハマっていましたね。外大のアラビア語専攻 入ることも考えたのですが、私はとて 胃腸が弱いです（笑） だから向こう 行って勉強するということを考え 場合に、絶対無理だなと思って。まあそれだけ 理由じゃないんですけど。もうちょっと何ていうか、暮らしやすそうな国へ、と思ってドイツ語専攻にしました。佐藤
　
私はまったく反対で、中学に入って
英語が全くできなかったんです。ず 赤点をとっていま た。赤点は三つとると進級できないんですね。数学も壊滅的にできなくて数学が二科目、英語も二科目あって、これは困った あ、と思いながら 赤点スレスレのところで中学生活は終えました。ところが、高校に入ったらなんと漢文の授業があって、これも 。漢文も赤点になっちゃう。いったいどうしたら んだろうって（笑） 。そ でそろそろやらなきゃな、と思って英単語を覚え始め んです。単語がわかる 意外と読めるというこ
64
とに気がつきました。読めるようになるとどんどん楽しくて進歩を見せ始めたんですね。それと並行して漢文も音 していました。 その時 漢文の授業で 『論語』 の一説 「子曰く吾十有五にして学に志す」を知ったのですが、その時私もちょうど一五歳だったんです。孔子と同じ歳だ！
　
と思って論






ね。例えばテキストなら読む以上はちゃんと読む、というぐらいしか私はないのかなと思います。学校で出された課題をやるというのも一つだ 思いますし、あと 自分で興味を持ったものを素直にずっとやり続けることくらいかな 。梅田
　
新入生のやる気をそぐかもしれない
んです ど、私は教科書丸写しと うのが一番いいと思って ます。とにかく教科書に載っている例文を書き写す。語学を勉強



























































やって、できれば自分の専攻語で独自の文体が確立できる、そういう域に達することを目標にし もらえ いかなと思す。私と同じようなタイプの人間が新入生の中にいて、この記事を読んで、なるほど文体か、と気に留めてもらえたら れしいです。
